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音楽的才能の因子構造に関する一考察
(発達的視点からの解明)
山松質 文 ・中野千恵子
A Study of the Factor Structure of Musical Talent 
TADAFUMl YAMAMATSU AND CHIEKO NAKANO 
序
およそ研究は，それぞれの研究者の意図すると乙ろに
よって，研究の姿勢も異なるであろう。
われわれの音楽的才能に関する研究は，一貫して，音
楽教育の正しいあり方についての示唆や勧告をあよえよ
うとする意図にもとづく ものであり，発達心迎学的であ
ると同時に臨床心理学的な袋勢が基本にあるのである。
山総iま，音楽的才能iζ関する研究lと着手してから，此t
t乙長い年月を経過したが，音楽教育の現場におもむき，
教育の実態を客観的に把復する乙とからはじめられた。
その研究の過程において，学習の諸条件を分析す る中
で31，音楽的才能の遺伝・環境問題にふれざるを得なく
なり，家糸調査法と双生児法によって， 一応の解明を試
みたのである51。乙の調査にあたって客観テス トとして
すなわち文化内容とは比較的独立的で，民族差を越えて
音楽的才能を測定しうる尺・度という意味において， The 
Seashore Measures of Musical Talent (Tl)e 1939 
Version. A series.)を使用した。以下の諸調査は，乙
ういうたてまえから，専ら乙のテストを使用しており，
それと平行して，発達的研究を積み重ねた。その過程の
中から，日米の比較がなされ，それが契機となって， 音・
楽的才能と文化水準(文化度).との関係の研究にまで発
展した。また|時代的後移を検討するため.10年を距てて
同地区・同校を選定し，再度テストを試み.10年前との
比較を試みた。すなわち1957年と1967年の比較がそれで
ある 81。さらにシーショア ・テス トの因子分析を試み
た刷。
乙れら一連の研究経過の中から，いくたの音楽教脊へ
の示唆と勧告κ価する資料がうまれた。すなわち，(l)遺
伝規定度と環境規定度 (分散分析法による)， (2)日本人
の音楽的才能の長所と短所.(3)音楽的才能の文化度との
関係(文化度によって影響される婆図と然らざる要因の
発見)，(4)日本人の音楽的才能の発達の様相. (5旧本人
( 25 ) 
の音楽的才能の時代的推移.(6)音楽的才能の因子構造の
検討，などである。
本稿は最後のものについて，1967年の調査資料ICもと
づき，発達的視点にたって検討を試みたものである。特
に，因子分析法によった理由は，ただ単に音楽的才能テ
ストの各下位テストそれぞれの平均値の年令的推移のみ
で発途を把えたのでは， 音楽的才能の各要因がどのよう
な有機的連関を保ちつつ発達して行くのかカ年明瞭であ
るからである。本研究は，そういう意図のもとになされた
ものである。なお本研究は，不十分ながらも，音楽教育IC
対する一つの新しい示唆をあたえたものと恩っている。
問題
シーショア・テストが測定している音楽的才能の因子
機;造に関し， 発達的視点より，若干の解明を試み， 下位
検査のもつ測定の意義を考察する。
方法および手続き
a.資料
山絞は.1957年IC，臼本人の音楽的才能の水準をシー
ショア ・テス トにもとづいて確かめたれ，刷。さらに，
10年後の水準との比較を目的として，1967年iζ再び10年
前に笑施したのと同じ小・中学校を選定して，同じくシ
ーショア・テス トを施行した。乙の調査の対象は，大阪市
内の児童2，512名であった。われわれは1967年の調査舶
の資料のうちから， 住宅地区(大阪市立長制母校，岡
崎明ケ丘小学校，同阪南中学校，向田辺中学校)を選定
し，さらに，小学校5年176名，中学校1年175名およ
び3年166名のなかから，各学年140名ずつ (男子70名
女子70名)計420名を無作為に抽出して資料とした。
b.分析の方法
学年別にピアソンの相関係数によってシーショア ・テ
ストの各下位検査の内部相関を求めた。さらに，Thur-
stoneの完全重心法 (Completecentroid method)を
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用いて学年ごとに分析する乙とにした。主対角線値ICは
相関行列の各列の最大絶対値を挿入した。このような方
法によって求められた霊心因子行列 (Centroidfacωr 
matrix)を，延長ベク トル法 (Extended-vectorsmeth-
od)によって軸回転を行ない斜交性単純構造 (Oblique
simple structure)を示すように分析した。
結 果
a Correlation Matrix (Inter-Correlation) 
Ml !表内部相関表
小学校5年 N=140 (男子70名，女子70名)
...._ テスト1 1 1 1 1 1 
~ I高低 |強弱 1:長短 |音色 |リズム|音記憶
テスト ¥ .，.1 1 1 1 1 1 
~ {s; I I竺|三?とI~臼~I~三
強弱 I.210 
長
音
長音問|:2iZHfhz阻
みとJ高低|強弱|長短同|リズム|出
高 低 .277 _299 .255 .342 .450 
民E ~~ .277 .520 .125 .390 .295 
長 短 .299 .520 .134 .437 .438 
音 色 .255 .125 .134 .164 .406 
ズム .342 .390 .437 .164 .421 
音記憶 .450 .295 _ 438 _ 406 .421 
ゐミミJ吋強弱i長短同色 |リズヤ蹄
高 {忌 .328 _227 .143 .372 .431 
強 弱 .328 .お8 116 .264 .2臼
長 短 _227 .お8 .079 .326 .301 
3回盆ユ 色 .143 .116 .079 .075 _ 333 
ズム .372 .264 .326 .075 .323 
音記憶 .431 .264 .301 .333 .323 
重
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b. The third factor residuals 
ゐごごJ高低l強弱|長短 |艶|リズ伊憶
高 低 .020 .002 一.01E-0_28 
強 弱 .020 .001 一.061一.051
ド一一一一ー
長 短 _ 002 _ 001 .035 .018 
三日台三 色 一.016一.061一.035 .04G 
ズム 一.028一_051 .OU .040 
音 .記憶 .0291 _ 033一.附ー.倒21 .007 
長
"'" 日
M5表 第3因子残差表
音記憶 |ー_0261一_051 . 0441 . 0571 .ω7 
M6表 第3因子残差表
中学校3年
ゐミミ:高低 強弱 長短 音色
高 4正 .044 一.015一.030
強 ~~ .044 .似)()一.019
長 短 一.015 .0∞ 一.045
音 色 -0.30 一_019 一_045 
ズム .004 一.041 .037 一.∞6
音記憶 .036 一.030 .045 一.001
リズム
.004 
一_041
.037 
一.∞6
.032 
_029 
一_033 
一.006
一.042
.∞7 
音記憶
.036 
一-030
.045 
一.∞1
.032 
?
??
??
c. Centroid Factor Matrix 
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d. Rotation ofAxes 
A' 
B 
17表 セントロイド因子行列
小学校 5年
テスト E h2 E 
高低 .472 宇 110 I一.317 I .3354 
一一一
. 088 I . 209 I . 3239 
一一一
ー215 I . 262 I . 4352 
一一一
.229 I一.118 I .1249 
リズム .687 Iー.358 .116 I .6136 
音記憶 1 .727 I ー .313 I ー .068 I .6311 
.8表 セントロイド因子行列
中 学校 1年
とJ 1 I 1 I h2 
問 |3阻
.4934 
.5お8
19表 セントロイド因子行列
中学校 3年
E E h2 
高 低 .605 一.067 .234 .4256 
強弱 .530 .202 一.側 .33∞ 
長短 .521 .328 一.203 .4202 
音色 .339 一.305 一.236 .2636 
リズム .543 .160 .206 .3629 
音記償 .制9 一.301 一.080 .5182 
注)第1"-3図のロー7数字は，それぞれ 1 (高低)， 
2 (強弱)， 3 (長短)， 4 (音色)， 5 (リズ
ム)， 6 (音記憶)
( 27) 
E 
ι 
第1図 小学校5年
A E 
!ι' 
第2図 中学校1年
'A 
第3図 中学校3年 ¥8 
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e.回転斜交因子行夢IJ
篇10表 回転斜交因子行列
小学校 5年
テスト A B C 
低1 .∞1 .228 .464 
~~ 
長 短
3日包 色
ズム
音記償 1 一.∞1 .728 .195 
."褒 回転斜交因子行列
中 学校 1年
テスト ~ A B C 
ヨ
.003 .553 .038 
.380 
.475 .251 .014 
.354 一.050 .236 
.335 .346 一.017
副| .001 .691 .∞1 
第12~ 回転斜交因子行列
中学校 3年
テスト A B C 
高 低 一.∞4 .192 .498 
強 弱 .362 .0卸 .151 
長 短 .520 一.021 .ω4 
音 色 一.031 .470 一.014
ズム .172 一.016 .必O
音記償 一.005 .522 .269 
考察
第10表以下IC示された因子構造を吟味すると，因子A
lま強弱と長短とにおいて，小学校5年，中学1年，中学
3年を通じて一貫してかなり高い負荷量を有し，相互に
類似した因子構造をもつものと推定せられる。強弱判断
と長短判断はいずれも，比較的感覚的な鋭敏性にもとづ
く判断であると考えられる。従って，因子Aはある種の
2量学
( 28 ) 
感受性の判断IC関する能力とみる乙とができるであろ
う。次に因子BIま，音記t意において， 上記学年段階を通
じて，一貫して相当高い負荷量を有している。 と乙ろが
との音記憶と共に比較的高い負荷量をもつものは， 小学
校5年においては， リズム判断，中学1年においては，
高低判断，中学3年においては，音色判断であり，一貫
性を示していない。
乙れを要するに，強弱と長短は，小学校5年，中学1
年，中学3年の年令段階lζ関する限り，年令にかかわり
なく類似した音楽的才能を， しかも比較的感覚的な鋭敏
性を測定していると言えるであろう。 ζれに対し，音記
憶は，上記の年令段階IC関する限り，一貫性を示し，比
較的高い因子負荷量を有している。また共通性(h2)も，
上記年令段階では，一貫して高い。
一方音色は，共通性において，上記年令段階では概し
て低く，一種の特異的能力を測定しているのではないか
と推定せられる。
音記憶は， Seashore， C. E.自身も， Drake， R. M. 
もともに，音楽的才能の中で最も重要な要因と考えたも
のである1)2)。しかも，共通性の比較的高い乙とと共に
その統合性の重要な意義が一貫しているものとして考察
されるのである。とれに対し，強弱と長短は感覚的鋭敏
性の因子として，共通的要因という意味において，重要
性をもつものと考えられる。
要約
(1) シーショア ・テストが測定している音楽的才能の
因子構造に闘し，発達的視点より，若干の解明を試み，
下位検査のもつ測定の意義を考察した。
(2) 資料は，山必のシーショア ・テストによる1967年
の調査資料のうち，大阪市内の住宅地区を選定し，さら
に小学校5年， 中学1年および中学3年をそれぞれ140
名 (男子70名，女子70名)ずつ抽出したものを用いた。
(3) ピアソンの相関係数により，学年ZIJICシーショア・
テストの内部相関を求め，因子分訴はサーストンの完全
重心法によった。
(4) 強弱と長短が，小学校5年，中学1年，中学3年
を通じて，因子AIC，いずれも高い負荷量を有し，相互
に類似した音楽的才能を測定しているように号、われる。
なお，乙の因子は，感覚的な鋭敏性IC関するものと考え
られる。
(5) 音記憶は，上記年令段階を通じて，因子BIC一貫
して，比較的高い因子負荷量を有している。また概して
共通性は高い。
(6) 音色は， 上記年令段階で，概して共通性が低く，
山松・他:音楽的才能の因子構造iζ関する一考察
一種の特異的能力を測定しているものと推定せられる。
(7) 音記憶は，統合性において，強弱と長短は，鋭敏
性において，それぞれ音楽的才能の重要なる要因と考え
られる。
結 鱈
山松の従来の研究では，音楽的才能の遺伝・環境関係，
音楽的専門学生と一般学生の比較，発達的様相，文化皮
との関係，時代的推移，因子構造などの多角的検討κよ
っても，音楽的才能の要因(ひとりシーショアの音楽的
才能テストに限ることなく)の中で，音記憶がきわめて
重要な要因として考えられてきた。乙れについては，
Seashoretlも，Drake1lも一致した意見をもっている。
本研究においても，小学5年，中学1年，同3年にわ
たり，一貫して，音記憶が，音楽的才能において， ドミ
ナントな位置をしめるものであるととが理解せられた。
ζれは Seashoreと Drake(山松も含めて)が，いわ
ば，経駿的IC.主強してきた乙とを，客観的に裏付けたζ
とにもなろう。なお，音記憶と近親関係を保つ要因とし
て，リズム，高低，音色などが発達的IC，音記憶との因
子精進上の類似皮が変動するととについては，一層今後
の検討を要するものである。ただ，推定的ICいえる ζと
は，乙の三者は，音記憶とともに強弱や時間とは，性格
を異にする一群のものとして考えうる乙とである。その
乙とについては，強弱と時間の問題でふれた後iζ述べて
みたいと思う。
百きて強弱と時附が発途的IC.， 小学5年，中学1年，同
3年と一貫して，f.ljい因子負荷量をもち，また相互に類
似的江因子第造をもっている乙とについては，少しく，
ったない表現ではあるが，感覚的鋭敏性といった，音楽
的才能のー要因としてとらえたのであるが，一般の知覚
的判断Iζも通有な機能のように思われるのである。なお
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乙れの詳細な検討は今後にゆずらなければならないので
ある。
それとひきかえ，高低・音色・リズム ・音記憶は，音
楽的才能独自の要因としての色彩が濃く，他の知覚的判
断とは， かなり様相を異にするものであると考えられ
る。ただ音楽的才能の要因(シ シーョア・テストの下位
テス トIC.関する限りにおいて)の範囲で考えるならば，
共通性において，音記憶は，比較的高く，音色は低いと
いう，特!A¥な関係、が存在する乙とも重要な事項であろ
。? ? ?
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Summary 
L This paper aims te examine the factor structure of musical talent in some different age groups 
measured by Seashore Measures and to consider the significance of the subtests of the m回 sures.
z. We used a part of the materials of the investigation which was made by Yamamatsu with the 
Seashore Tests in 1967. 
The sampling was as iolows. 
5th grade of primary school 
male 70 
1st grade oi junior high school 3 rd grade of junior high school 
70 70 
70 70 female 70 
3. The inter-relations in every stage were examined with Pearson's coefficient corelation. The factor 
analysis was done through Thurstone's complete centroid method. 
( 29 ) 
-182- 児 Z往 句、'.守、
4. It seems that the loudness and time are the mutually resemble talents， because in every age 
group they show a heavy factor loading on Factor A. This factor seems to be concerning the 
sensitiveness. 
5. The tonal memory shows a relatively heavy factor loading on Factor B and a high communality in 
every stage. 
6. We may regard the timbre as a special talent， because it shows a low communality in general. 
7. The tonal memory seems to be an important element concerning the whole of the musical talent. 
The loudness and the time are al鈎 importantconcerning the sensitiveness. 
( 30 ) 
